
10
月
28
日
、
大
阪
港
勤
労
福

祉
会
館
に
於
い
て
、
第
一
回
冬

季
一
時
金
集
団
交
渉
を
行
い
、

支
部
統
一
要
求
額
95
万
円
、
欠

勤
控
除
を
行
わ
な
い
こ
と
、
支

払
日
を
12
月
10
日
と
し
、
分
会

付
帯
要
求
と
と
も
に
各
店
社
へ

要
求
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

交
渉
に
先
立
ち
河
野
委
員
長

は
、
前
日
27
日
に
投
開
票
さ
れ

た
衆
議
院
総
選
挙
の
結
果
に
つ

い
て
「
自
民
党
・
公
明
党
の
与

党
が
過
半
数
を
割
っ
た
一
方
、

立
憲
民
主
党
や
国
民
民
主
党
、

れ
い
わ
新
選
組
な
ど
が
躍
進
す

る
も
の
の
野
党
が
一
本
化
で
き

ず
、
政
権
交
代
ま
で
に
は
至
ら

な
か
っ
た
。
中
途
半
端
な
結
果

と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
政
権
運

営
が
不
透
明
と
な
っ
た
。
こ
れ

は
自
民
党
の
政
治
資
金
パ
ー
テ

ィ
ー
や
裏
金
問
題
が
国
民
の
反

感
を
買
っ
た
結
果
で
あ
る
。
現

状
の
国
会
勢
力
で
い
く
と
総
理

大
臣
指
名
選
挙
で
は
石
破
氏
が

再
任
さ
れ
る
公
算
だ
が
、
政
治

献
金
、
政
治
資
金
問
題
を
改
め

て
ク
リ
ー
ン
で
誰
も
が
分
か
り

や
す
い
国
政
に
す
る
べ
き
」
と

訴
え
ま
し
た
。

ま
た
「
経
済
を
好
循
環
に
お

金
が
回
る
よ
う
に
す
る
べ
き
。

中
小
零
細
企
業
が
一
番
冷
遇
さ

れ
て
い
る
。
ま
さ
に
労
働
者
が

一
番
つ
ら
い
目
に
あ
っ
て
い

る
。
根
本
的
な
問
題
を
解
決
し

な
い
限
り
、
日
本
の
明
る
い
将

来
は
な
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
冬
季
一
時
金
は
年

末
年
始
へ
向
け
て
の
生
活
給
で

あ
り
、
物
価
高
で
苦
し
い
生
活

を
強
い
ら
れ
て
い
る
組
合
員
へ

の
一
助
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
、

個
別
の
課
題
に
つ
い
て
も
尽
力

す
る
よ
う
企
業
に
求
め
ま
し

た
。続

い
て
関
西
地
本
の
樋
口
書

記
長
か
ら
「
一
時
金
は
賃
金
の

後
払
い
」
と
位
置
づ
け
て
い
る

と
し
て
真
摯
な
交
渉
を
促
し
、

関
西
地
本
２
０
２
４
年
秋
年
末

要
求
書
に
つ
い
て
、
①
年
末
年

始
の
特
別
有
給
休
日
②
65
歳
定

年
延
長
③
石
綿
被
害
救
済
④
労

災
企
業
補
償
協
定
⑤
ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ
ク
制
度
の
導
入
⑥
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
⑦
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
な
ど
に
つ
い

て
要
求
の
趣
旨
説
明
を
行
い
ま

し
た
。

久
保
田
書
記
長
は
、
10
月
か

ら
更
に
８
０
０
品
目
の
値
上
げ

が
行
わ
れ
た
こ
と
を
挙
げ
、
企

業
に
対
し
、
11
月
20
日
の
回
答

指
定
日
に
は
す
べ
て
の
分
会

が
昨
年
実
績
以
上
の
回
答
で

対
角
線
交
渉
に
移
行
で
き
る

よ
う
最
大
限
の
努
力
を
求
め

ま
し
た
。

執
行
委
員

鈴
木

大
介

11
月
20
日
、
大
阪
港
勤
労

福
祉
会
館
に
於
い
て
、
第
二

回
冬
季
一
時
金
集
団
交
渉
を

行
い
ま
し
た
。

は
じ
め
に
河
野
委
員
長
よ

り
、
昨
今
の
物
価
上
昇
に
ふ

れ
ら
れ
、
賃
金
が
追
い
付
い

て
い
な
い
現
状
を
憂
い
、
企

業
努
力
を
訴
え
ま
し
た
。

ま
た
、
港
湾
に
つ
い
て

「
中
央
労
使
に
よ
る
制
度
政
策

会
議
に
て
年
末
年
始
の
例
外
荷

役
の
協
議
が
行
わ
れ
て
い
た
件

に
つ
い
て
注
目
し
て
い
く
べ
き

だ
」
と
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
久
保
田
書
記
長
よ
り

回
答
の
読
み
上
げ
が
あ
り
、
不

誠
実
交
渉
の
１
店
社
を
除
き
、

対
角
線
交
渉
に
移
行
と
し
、
問

題
な
く
進
ん
で
い
る
こ
と
の
確

認
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
対
角
線
交
渉
に
移
行
で

き
て
い
な
い
店
社
に
対
し
、
四

役
が
対
応
す
る
本
部
交
渉
を
行

う
こ
と
を
告
げ
誠
実
な
交
渉
を

求
め
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
対
角
線
交
渉
に
移

行
し
た
店
社
に
対
し
て
も
12
月

10
日
ま
で
に
何
度
で
も
交
渉
を

重
ね
、
一
時
金
の
要
求
金
額
の

増
額
や
分
会
の
合
意
点
に
到
達

す
る
た
め
に
尽
力
す
る
こ
と
を

求
め
、
団
体
交
渉
を
終
え
ま
し

た
。執

行
委
員

山
本

英
夫

２０24．12．10
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阪 神 支 部 2 0 2 5 年 春 闘 討 論 集 会

＆ 「 機 関 紙 コ ン ク ー ル 」

下記日程で春闘討論集会を開催します。

◆日程：２０２５年１月１８日（土）
～１月１９日（日）

◆機関紙コンクールも開催します。機関紙作成分会は

エントリーをよろしくお願いします。

要

求

提

出

回

答

指

定

日

大 運 600,000円＋α

新 富 運 送 310,000円＋α

日本コンテナ輸送 ２．５ヶ月＋α

菱 倉 運 輸 ２．４５ヶ月＋α

日 本 高 速 輸 送 645,273円

三 郵 海 陸 運 輸 536,000円＋α

大 洋 運 輸 １．７ヶ月＋α

サン・トランスポート 平均448,554円

神 崎 運 輸 420,000円＋α

五 洋 ロ ジ テ ム 平均577,754円＋α

内外フォワーディング ２．０ヶ月＋α

天 神 運 輸 倉 庫 400,000円＋α

神戸フェリーセンター １．０ヶ月＋α

レ ッ ク ス 平均456,875円

日 章 ト ラ ン ス 270,833円

阪神コンテナビジネス 300,000円＋α

国際コンテナ輸送 １．９ヶ月

日 本 郵 便 輸 送 ２．１５ヶ月＋α

オーエスティ物流 430,000円

後 藤 回 漕 店 一律690,000円

シ ン ケ ン 767，714円

大阪シティフレイト 282,000＋α

三井倉庫サプライ 平均760,000円

大 阪 平 岩 運 輸210,000円＋α＋勤続給

大 阪 海 運 400,000円

名 阪 船 舶 平均492,142円＋α

回答状況（11月28日時点）



11
月
16
日
、
中
央
バ
ス
・
タ

ク
シ
ー
合
同
会
議
が
大
阪
勤
労

福
祉
会
館
に
お
い
て
、
講
師
に

全
日
本
交
通
運
輸
産
業
労
働
組

合
協
議
会
の
小
島
事
務
局
次
長

を
招
き
、
部
会
員
17
名
と
担
当

中
執
２
名
総
勢
19
名
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
担
当
中
執
で

部
会
長
の
河
野
中
執
よ
り

「
旅
客
関
係
の
分
会
は
関

西
に
し
か
な
い
の
で
こ
の

地
で
の
開
催
に
な
っ
た

が
、
来
春
の
行
政
交
渉
は

ト
ラ
ッ
ク
・
海
コ
ン
部
会
と
合

同
で
行
う
」
と
報
告
し
「
安
全

・
安
心
の
職
場
環
境
や
賃
上
げ

の
面
で
は
当
然
同
じ
取
り
組
み

を
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
し
、

旅
客
特
有
の
課
題
に
つ
い
て
も

議
論
を
重
ね
、
規
制
緩
和
に
よ

っ
て
ガ
タ
ガ
タ
に
な
っ
た
運
輸

産
業
を
魅
力
あ
る
産
業
に
転
換

す
る
べ
く
運
動
を
起
こ
し
て
い

き
た
い
」
と
し
「
関
西
で
は
来

年
４
月
万
博
が
開
催
さ
れ
、
多

く
の
来
場
者
が
予
測
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
を
担
う
の
が
バ
ス
・

タ
ク
シ
ー
で
あ
る
。
い
ろ
い
ろ

な
課
題
を
指
摘
し
な
が
ら
、
よ

り
安
全
・
安
心
な
環
境
を
構
築

す
る
運
動
を
起
こ
し
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

次
に
小
島
事
務
局
次
長
に
よ

る
①
自
動
車
運
送
業
に
お
け
る

特
定
技
能
外
国
人
の
受
け
入
れ

②
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
新
法
制
定
阻

止
に
向
け
て
の
二
項
目
の
課
題

に
つ
い
て
の
学
習
会
に
移
り
ま

し
た
。

は
じ
め
に
現
在
の
バ
ス
運
転

手
の
人
手
不
足
の
実
態
に
ふ
れ

「
２
０
２
３
年
で
２
万
１
千
人

不
足
し
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
い

け
ば
２
０
３
０
年
に
は
３
万
６

千
人
の
不
足
が
予
想
さ
れ
て
い

る
。
そ
こ
で
一
定
の
専
門
性
や

技
能
を
有
す
る
外
国
人
の
受
け

入
れ
が
２
０
１
９
年
か
ら
開
始

さ
れ
た
。
得
定
技
能
『
一
号
』

は
在
留
期
間
が
通
算
５
年
で
あ

り
、
受
け
入
れ
期
間
の
人
数
枠

も
な
し
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
な

ど
技
能
実
習
制
度
と
の
違
い
が

あ
る
。
ま
た
、
特
定
技
能
制
度

の
対
象
分
野
が
４
分
野
拡
大
し

た
こ
と
に
よ
り
自
動
車
運
送
業

も
加
え
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り

外
国
人
労
働
者
が
ド
ラ
イ
バ
ー

と
し
て
活
躍
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
あ
る

が
、
交
運
労
協
と
し
て
は
以
下

の
課
題
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

①
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

②
専
門
用
語
に
対
す
る
理
解
③

異
常
時
に
お
け
る
旅
客
の
避
難

誘
導
な
ど
、
高
い
語
学
力
と
専

門
知
識
。
安
全
安
心
を
担
保
で

き
る
の
か
と
い
う
の
は
こ
れ
か

ら
注
視
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

次
に
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
に
つ
い

て
「
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
と
は
、
運

行
管
理
や
車
両
整
備
に
つ
い
て

責
任
の
主
体
性
を
置
か
ず
、
二

種
免
許
を
保
有
し
な
い
一
般
ド

ラ
イ
バ
ー
が
有
償
で
旅
客
を
運

送
す
る
仕
組
み
で
あ
る
。
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
に
つ
い
て
は
、
国
土

交
通
省
と
政
府
と
の
意
見
が
対

立
し
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
『
日

本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
』
と
、
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
が
自
由
に

参
入
可
能
な
『
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

新
法
』
が
あ
り
、
国
土
交
通
省

は
、
日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
は

認
め
て
い
く
が
新
法
に
つ
い
て

は
安
心
安
全
が
担
保
で
き
な
い

行
為
で
あ
る
と
し
て
い
る
」
と

し
、
交
運
労
協
と
し
て
は
「
都

市
部
を
中
心
に
タ
ク
シ
ー
乗
務

員
も
増
加
し
て
お
り
、
新
法
の

根
拠
と
な
っ
た
タ
ク
シ
ー
の
供

給
不
足
は
解
消
し
つ
つ
あ
る
。

し
た
が
っ
て
新
法
は
立
法
事
実

そ
の
も
の
が
存
在
せ
ず
、
地
域

公
共
交
通
と
正
規
雇
用
を
破
壊

す
る
結
果
し
か
も
た
ら
さ
な
い

も
の
で
あ
り
、
断
固
反
対
で
あ

る
」
と
主
張
し
、
今
後
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
世
論
調
査
や
署
名
活

動
、
決
起
集
会
な
ど
で
大
衆
行

動
に
取
組
む
こ
と
を
宣
言
し
、

学
習
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

そ
の
後
の
意
見
交
換
で
は
、

「
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
で
は
保
険
の

関
係
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
」
「
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
に

つ
い
て
、
推
進
す
る
人
達
は
無

責
任
す
ぎ
る
よ
う
な
気
が
す

る
」
「
ま
た
・
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

は
諸
外
国
で
も
犯
罪
の
温
床
に

な
っ
て
い
る
こ
と
も
聞
い
て
い

る
」
「
推
進
派
は
、
本
当
に
安

全
・
安
心
を
考
え
て
い
る
か
」

「
外
国
人
労
働
者
就
労
の
件
で

人
材
不
足
を
補
う
と
し
て
い
る

が
、
長
時
間
労
働
や
低
賃
金
に

拍
車
が
か
か
る
よ
う
な
気
が
す

る
」
「
外
国
人
労
働
者
は
実

際
、
増
加
し
て
い
る
の
か
」

「
社
会
的
に
同
一
労
働
・
同
一

賃
金
が
あ
て
は
ま
る
の
か
」

「
就
労
期
間
が
５
年
と
な
っ
て

い
る
が
そ
の
時
の
社
会
三
保
険

に
つ
い
て
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
」
等
の
様
々
な
意
見
が
飛

び
交
い
有
意
義
な
学
習
会
に
な

り
ま
し
た
。

最
後
に
河
野
部
会
長
か
ら

「
来
春
闘
時
、
関
西
に
お
い
て

も
行
政
要
請
行
動
を
実
施
す

る
。
昨
年
の
中
央
行
政
要
請
書

に
加
筆
・
修
正
す
る
項
目
を
地

本
ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス
合
同
部
会

ま
で
に
検
討
し
て
も
ら
い
た

い
」
と
求
め
、
会
議
を
終
了
し

ま
し
た
。

副
委
員
長

松
本

栄
二

11
月
13
・
14
日
、
日
港
福
会

館
に
お
い
て
中
央
海
コ
ン
・
ト

ラ
ッ
ク
合
同
対
策
会
議
が
21
名

の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

担
当
執
行
部
と
し
て
畠
山
副

委
員
長
、
河
野
中
執
、
古
田
中

執
の
挨
拶
の
後
、
議
事
次
第
に

則
り
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
講
師
と
し
て
全

日
本
交
通
運
輸
産
業
労
働
組
合

協
議
会
の
事
務
局
長
で
あ
る
慶

島
氏
に
よ
る
「
新
た
な
標
準
的

な
運
賃
」
及
び
「
物
流
効
率
化

法
」
「
改
正
貨
物
自
動
車
運
送

事
業
法
」
の
講
義
を
受
け
ま
し

た
。賃

上
げ
の
原
資
と
し
て
の

「
標
準
的
運
賃
」
の
見
直
し
と

し
て
「
２
０
２
３
年
６
月
に
取

り
ま
と
め
ら
れ
た
『
物
流
革
新

に
向
け
た
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
』

で
標
準
的
運
賃
に
つ
い
て
荷
主

等
へ
の
周
知
徹
底
を
強
化
す
る

と
と
も
に
、
荷
待
ち
と
荷
役
に

か
か
る
費
用
、
燃
料
高
騰
分
、

下
請
け
に
発
注
す
る
際
の
手
数

料
等
も
含
め
て
、
荷
主
等
に
適

切
に
転
嫁
で
き
る
よ
う
見
直
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
」
と
し
「
ポ

イ
ン
ト
と
し
て
は
、
①
運
賃
水

準
の
引
上
げ
幅
を
提
示
（
平
均

約
８
％
引
上
げ
）
②
荷
待
ち
・

荷
役
等
の
対
価
に
つ
い
て
標
準

的
な
水
準
を
提
示
③
下
請
け
手

数
料
の
設
定
（
運
賃
の
10
％
を

別
に
収
受
）
を
具
体
的
に
設
定

し
た
と
し
て
い
る
が
『
標
準
的

運
賃
』
以
上
を
収
受
で
き
て
い

る
事
業
者
は
20
・
１
％
、
39
・

９
％
が
５
割
～
８
割
し
か
収
受

で
き
て
い
な
い
の
か
実
態
で
あ

る
」
と
し
た
上
で
、
今
回
の
物

流
効
率
化
法
、
貨
物
自
動
車
運

送
事
業
法
の
概
要
に
ふ
れ
「
荷

主
や
物
流
事
業
者
に
対
し
物
流

効
率
化
の
た
め
に
取
り
組
む
べ

き
措
置
に
つ
い
て
努
力
義
務
を

課
し
、
当
該
措
置
に
つ
い
て
国

が
判
断
基
準
を
策
定
。
そ
の
判

断
基
準
に
基
づ
き
指
導
、
助

言
、
調
査
、
公
表
を
実
施
す

る
。
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
に
対
す

る
規
制
的
措
置
と
し
て
は
、
元

請
事
業
者
に
対
し
実
運
送
事
業

者
の
名
称
等
を
記
載
し
た
実
運

送
体
制
管
理
簿
の
作
成
を
義
務

付
け
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
事
細

か
く
管
理
、
規
制
が
か
け
ら
れ

る
と
し
て
い
る
」
と
説
明
し
ま

し
た
。

最
後
に
我
わ
れ
労
働
組
合
の

視
点
か
ら
２
０
２
４
問
題
に
対

し
、
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の

処
遇
改
善
を
阻
む
３
つ
の
構
造

的
要
因
と
し
て
①
不
適
切
な
取

引
慣
行
②
非
効
率
な
商
慣
行
③

多
重
下
請
け
構
造
を
あ
げ
「
今

後
も
交
通
運
輸
産
業
に
携
わ
る

者
と
し
て
地
位
向
上
の
た
め
に

努
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
し
め
く
く
り
講
義
を

終
え
ま
し
た
。

翌
14
日
の
冒
頭
で
河
野
中
執

は
、
９
月
２
日
に
関
西
で
行
わ

れ
た
近
畿
運
輸
局
主
催
の
「
標

準
的
な
運
賃
」
の
セ
ミ
ナ
ー
に

ふ
れ
「
我
わ
れ
が
新
た
に
告
示

さ
れ
た
法
律
や
制
度
に
つ
い
て

よ
く
理
解
し
、
今
後
の
運
動
に

取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
檄
を
飛
ば
し
ま
し

た
。続

い
て
地
方
報
告
で
は
、
関

西
か
ら
は
第
一
回
地
本
ト
ラ
ッ

ク
・
バ
ス
合
同
部
会
を
開
催
し

た
こ
と
。
活
動
で
は
、
阪
神
支

部
は
、
６
月
に
行
っ
た
ポ
ー
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
海
コ
ン
専
用
道
路

の
清
掃
活
動
を
報
告
。
大
阪
支

部
・
神
戸
支
部
と
も
に
運
輸
局

か
ら
講
師
を
招
き
学
習
会
を
予

定
し
て
い
る
こ
と
。
加
え
て
11

月
17
日
に
予
定
さ
れ
て
い
る
北

大
阪
ト
ラ
ッ
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
の

清
掃
活
動
、
過
積
載
防
止
街
頭

宣
伝
Ｐ
Ｒ
活
動
、
11
月
16
日
に

は
旅
客
対
策
部
会
を
開
催
す
る

こ
と
。
ま
た
、
近
畿
交
運
労

協
。
大
阪
・
兵
庫
交
運
労
協
定

期
大
会
に
参
加
す
る
こ
と
を
報

告
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
河
野
中
執
よ
り

「
本
年
行
っ
た
本
省
で
の
要
請

書
と
回
答
書
を
参
考
に
し
て
来

年
１
月
に
行
わ
れ
る
中
央
委
員

会
ま
で
に
各
地
方
で
議
論
し
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
要
望
し
、

会
議
を
終
了
し
ま
し
た
。

副
委
員
長

松
本

栄
二
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第
一
回
中
央
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
合
同
会
議

第
一
回
中
央
海
コ
ン
・
ト
ラ
ッ
ク

合
同
対
策
会
議

旅客対策会議の様子

小島事務局次長



11
月
２
日
、
ホ
テ
ル
日
航
大

阪
に
於
い
て
日
本
高
速
輸
送
分

会
結
成
50
周
年
記
念
レ
セ
プ
シ

ョ
ン
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
関
西
地
方
本
部
、
阪

神
支
部
、
友
誼
分
会
、
分
会
横

浜
支
部
、
会
社
の
方
々
に
ご
臨

席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
藤
原
分
会
長
か

ら
主
催
者
を
代
表
し
て
「
日
本

高
速
輸
送
分
会
は
皆
様
の
ご
支

援
、
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
結

成
50
周
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
半
世
紀
を
経
て
新

設
、
移
転
を
繰
り
返
し
、
組
合

加
入
の
際
に
は
何
処
の
組
合
に

加
入
す
る
の
か
模
索
し
、
全
港

湾
へ
の
加
入
を
決
め
た
そ
う
で

す
。
組
合
に
加
入
す
る
発
端
は

車
両
に
エ
ア
コ
ン
が
な
く
装
着

し
て
欲
し
い
事
か
ら
始
ま
り
、

賃
金
や
労
働
条
件
の
改
善
な
ど

苦
労
と
共
に
積
み
上
げ
、
勝
ち

取
っ
て
き
た
歴
史
が
あ
っ
た
と

聞
い
て
い
ま
す
。
50
年
前
に
は

車
両
の
台
数
が
、
阪
神
間
で
自

社
41
台
、
協
力
会
社
80
台
で
し

た
が
、
現
在
で
は
自
社
16
台
、

協
力
会
社
に
お
い
て
は
３
分
の

１
の
台
数
ま
で
減
少
し
て
い
ま

す
。
時
代
の
進
み
と
共
に
労
働

条
件
、
賃
金
、
情
勢
の
変
化
な

ど
ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
、

何
を
残
し
、
何
を
変
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
支

え
合
い
、
理
解
を
深
め
団
結
し

て
進
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
賃
金
に
関
し
て
も
コ

ス
ト
削
減
に
伴
い
台
数
、
雇
用

人
数
を
減
ら
し
、
経
営
を
維
持

し
て
い
く
な
か
で
14
年
前
に
は

新
入
社
員
の
賃
金
引
下
げ
を
行

い
ま
し
た
が
、
近
年
で
は
協
議

を
重
ね
、
賃
金
引
上
げ
を
実
現

し
ま
し
た
。
現
在
、
付
帯
要
求

に
掲
げ
て
い
る
『
定
年
延
長
』

『
人
員
補
充
』

『
家
族
手
当
の

見
直
し
』
な
ど

課
題
は
い
ま
だ

進
行
中
で
す

が
、
阪
神
支
部

の
も
と
で
よ
り

良
い
職
場
づ
く

り
、
組
織
拡

大
、
活
動
、
学

習
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
に
積
極
的

に
取
り
組
み
、

分
会
の
新
体
制
は
未
熟
で
は
あ

り
ま
す
が
皆
様
の
ご
指
導
、
ご

鞭
撻
を
頂
き
な
が
ら
精
進
し
て

参
り
ま
す
の
で
こ
れ
か
ら
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。

来
賓
挨
拶
で
は
会
社
の
宇
野

澤
代
表
取
締
役
社
長
よ
り
「
結

成
50
周
年
誠
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
輸
送
業
界
の
生
命

線
で
あ
る
安
全
運
転
、
安
全
運

行
に
つ
い
て
も
阪
神
、
名
古

屋
、
京
浜
に
ご
協
力
い
た
だ
き

深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
、
本
日

ご
列
席
の
皆
様
に
は
様
ざ

ま
な
所
で
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
事
に
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
」
と

話
さ
れ
「
私
は
、
昨
年
４

月
に
着
任
し
年
数
は
浅
い

の
で
す
が
、
今
か
ら
約
30

年
前
、
１
９
９
５
年
１

月
、
阪
神
淡
路
大
震
災
時

に
会
社
が
ど
の
よ
う
に
対

応
し
た
の
か
を
引
き
継
い

で
お
り
、
神
戸
港
は
壊
滅
状

態
、
Ｋ
―
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
Ｃ
４
バ

ー
ス
も
ガ
ン
ト
リ
ー
ク
レ
ー

ン
、
テ
ナ
ー
な
ど
の
損
傷
。
ま

た
、
従
業
員
の
ご
自
宅
も
損
傷

し
た
り
と
大
変
な
状
況
下
で
あ

り
、
１
週
間
自
宅
待
機
し
て
い

た
だ
き
業
務
を
再
開
さ
せ
、
神

戸
港
が
機
能
し
な
い
た
め
大
阪

港
に
荷
物
が
集
中
し
た
と
聞
い

て
い
ま
す
。
高
速
道
路
の
倒

壊
、
渋
滞
な
ど
夜
遅
く
ま
で
阪

神
支
店
が
一
丸
と
な
っ
て
尽
力

し
た
事
を
し
っ
か
り
と
引
き
継

い
で
お
り
、
組
織
、
人
は
一
番

辛
い
時
、
困
っ
た
時
に
ど
う
対

応
す
る
の
か
が
大
事
で
あ
り
、

会
社
が
苦
難
を
乗
り
越
え
阪
神

地
区
を
復
興
し
た
こ
と
は
誇
り

で
あ
り
、
会
社
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
と
し

て
引
き
継
い
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
今
後
と
も
社
業
を
発

展
さ
せ
る
と
同
時
に
引
き
続
き

ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
」
と
祝
辞
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
、
阪
神
支
部
か
ら
は

河
野
委
員
長
よ
り
「
阪
神
支
部

の
諸
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し

て
頂
い
て
い
る
こ
と
に
敬
意
を

表
し
ま
す
。
ま
た
、
支

部
へ
選
出
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
南
副
委
員
長

は
じ
め
、
分
会
の
皆
様

と
は
長
年
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
や
学
習
活

動
、
広
範
な
共
闘
関
係

と
積
極
的
活
動
を
共
に

し
て
い
る
事
に
も
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
」
と

話
さ
れ
「
日
本
の
働
き

方
は
ア
メ
リ
カ
と
大
企

業
優
遇
の
施
策
で
あ

り
、
企
業
の
都
合
が
良

い
雇
用
体
系
、
賃
金
が

上
が
ら
な
い
構
造
と
な

っ
て
い
る
。
労
働
組
合

の
役
割
は
労
働
条
件
に

と
ど
ま
ら
ず
社
会
全
体

を
よ
く
見
渡
し
、
理
解

し
、
弱
者
を
な
く
さ
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。
消

費
税
増
税
、
物
価
高
な
ど
へ
の

国
民
の
怒
り
を
今
こ
そ
労
働
組

合
の
切
実
な
要
求
と
し
実
現
す

る
と
い
う
事
が
本
来
の
労
働
組

合
の
役
割
と
し
て
求
め
ら
れ
る

の
で
は
な
い
か
」
と
話
さ
れ

「
皆
様
は
こ
れ
か
ら
も
阪
神
支

部
の
主
力
と
し
て
、
安
全
運
転

を
第
一
に
労
働
運
動
に
よ
り
一

層
奮
闘
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
、
関
西
地
方
本
部
畠

山
委
員
長
よ
り
乾
杯
の
発
声
を

い
た
だ
き
「
関
西
地
方
本
部
の

諸
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
に

お
礼
を
述
べ
、
事
業
者
様
に
も

今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
お
付
き
合

い
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
公
道
を
走
る
職
業

で
す
か
ら
事
故
な
く
安
全
運
転

で
業
務
に
邁
進
し
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
祝
辞
を
い
た
だ
き
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
が
始
ま
り
ま
し

た
。私

た
ち
は
、
来
賓
の
か
た
が

た
に
失
礼
が
な
い
よ
う
気
を
付

け
な
が
ら
「
お
も
て
な
し
」
を

心
が
け
進
行
し
、
来
賓
の
皆
様

と
笑
顔
で
交
流
が
始
ま
り
、
３

時
間
と
短
い
時
間
で
は
あ
り
ま

し
た
が
素
敵
な
時
間
が
過
ご
せ

た
事
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
遠
藤
副
分
会
長
の
閉

会
の
挨
拶
が
あ
り
、
全
体
で
の

写
真
撮
影
を
行
い
、
閉
会
し
ま

し
た
。

ご
臨
席
い
た
だ
き
ま
し
た
皆

様
の
お
か
げ
で
笑
い
の
あ
る
、

和
や
か
な
結
成
50
周
年
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
い
た
だ
い
た
分
会
の
皆
様
に

も
お
礼
を
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
ぬ
お
付

き
合
い
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

教
宣
部

遠
藤

侑
助
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日
本
高
速
輸
送
分
会

結
成
50
周
年
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

１
９
５
３
年
６
月
―
飯
野
陸
運
株

式
会
社
と
し
て
創
業

１
９
６
７
年
―
日
本
高
速
輸
送
株

式
会
社
に
社
名
変
更

同
10
月
―
澁
澤
陸
運
株
式
会
社
と

合
併

１
９
６
８
年
４
月
―
海
上
コ
ン
テ

ナ
内
陸
輸
送
を
開
始

１
９
７
１
年
―
澁
澤
陸
運
と
分
離

１
９
７
３
年
10
月
―
大
阪
市
住
吉

区
に
大
阪
営
業
所
を
新
設

１
９
７
６
年
４
月
―
舞
鶴
高
速
輸

送
株
式
会
社
を
設
立

同
８
月
―
住
吉
区
か
ら
住
之
江
区

南
港
に
移
転

神
戸
に
も
拠
点

１
９
７
８
年
神
戸
市
生
田
区
に
連

絡
事
務
所
を
設
置

１
９
８
２
年
９
月
―
中
央
区
港
島

に
神
戸
地
区
の
事
業
所
を
統
合

１
９
８
８
年
８
月
―
阪
神
支
店
を

六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
に
移
転

２
０
０
４
年
２
月
―
京
浜
・
阪
神

と
も
に
分
離
し
、
大
阪
南
港
営
業

所
を
大
阪
営
業
所
に
改
名

同
７
月
―
舞
鶴
高
速
輸
送
を
北
海

運
輸
株
式
会
社
に
譲
渡

２
０
１
８
年
３
月
―
神
戸
営
業
所

を
六
甲
Ｉ
か
ら
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
に
移
転

現
在
に
至
る
。

日
本
高
速
輸
送
分
会

阪
神
支
店
の
歴
史



11
月
３
日
、
大
阪

市
中
央
公
会
堂
に
て

「
輝
け
憲
法
！
平
和

と
い
の
ち
と
人
権
を

お
お
さ
か
総
が
か

り
集
会
」
が
開
催
さ

れ
、
阪
神
支
部
か
ら

執
行
部
７
名
、
８
分

会
15
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

は
じ
め
て
の
屋
内
で
の
集
会

と
な
り
、
参
加
者
が
会
場
に
入

り
き
れ
る
か
の
心
配
も
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
全
体
で
約
１
２
０

０
名
も
集
ま
り
、
資
料
も
な
く

な
っ
て
し
ま
う
く
ら
い
盛
況
で

し
た
。

清
水
雅
彦
氏(

日
本
体
育
大

学
教
授
・
憲
法
学)

か
ら
「
憲

法
入
門
～
そ
の
歴
史
・
意
義
と

改
憲
論
議
を
考
え
よ
う
」
を
テ

ー
マ
に
講
演
が
行
わ
れ
、
憲
法

の
歴
史
か
ら
最
近
の
憲
法
審
査

会
の
動
向
ま
で
、
わ
か
り
や
す

く
話
さ
れ
ま
し
た
。

清
水
氏
は
「
衆
院
選
挙
で
改

憲
勢
力
が
３
分
の
２
を
下
回
っ

た
が
、
今
後
も
注
視
す
る
必
要

が
あ
る
」
と
し
て
３
つ
の
提
案

「
職
場
や
地
域
で
、
憲
法
で
保

障
さ
れ
た
権
利
・
自
由
を
行
使

し
て
い
く
（
学
習
会
・
集
会
・

デ
モ
に
参
加
す
る
な
ど
）
」
、

「
運
動
体
と
し
て
全
国
各
地
で

本
気
で
『
労
働
組
合
と
市
民
と

野
党
の
共
闘
』
を
作
る
」
、

「
個
人
と
し
て
、
自
己
満
足
に

終
わ
ら
な
い
、
若
者
に
働
き
か

け
る
、
自
己
規
制
・
忖
度
し
な

い
」
を
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

「
戦
争
す
る
国
つ
く
り
」
に

邁
進
し
、
そ
し
て
今
後
も
目
指

す
の
が
自
民
党
で
す
。

し
か
し
、
国
会
で
改
憲
勢
力

が
３
分
の
２
を
越
え
て

も
改
憲
発
議
を
さ
せ
な

か
っ
た
の
は
、
国
民
投

票
で
勝
て
る
と
い
う
自

信
が
改
憲
派
に
は
な
か

っ
た
か
ら
で
あ
り
、
こ

れ
は
私
た
ち
の
９
条
を

守
る
運
動
の
成
果
で

す
。石

破
政
権
で
は
、
従

来
以
上
に
９
条
改
憲
の

追
求
は
続
く
の
で
、

「
安
保
三
文
書
」
具
体
化
阻
止

の
た
た
か
い
が
必
要
で
す
。

自
民
党
政
権
の
下
で
は
９
条

理
念
の
実
現
は
無
理
で
あ
り
、

改
め
て
「
労
組
と
市
民
と
野
党

の
共
闘
」
（
市
民
と
野
党
だ
け

で
共
闘
し
て
き
た
の
で
は
な

い
）
を
強
め
、
政
権
交
代
を
さ

せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

続
け
て
小
川
た
ま
か
氏(

フ

リ
ー
ラ
イ
タ
ー)

か
ら
「
〝
ミ

ソ
ジ
ニ
ー
〟
は
家
父
長
制
に
抗

う
女
性
の
制
裁
欲
」
を
テ
ー
マ

に
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ミ
ソ
ジ
ニ
ー
と
は
「
女
性
や

『
女
ら
し
さ
』
に
対
す
る
嫌
悪

や
蔑
視
の
こ
と
」
と
説
明
さ

れ
、
女
性
を
分
断
さ
せ
る
政
治

や
メ
デ
ィ
ア
の
構
造
を
変
え
、

性
別
に
よ
っ
て
差
別
さ
れ
な
い

社
会
の
実
現
を
強
く
訴
え
か
け

ま
し
た
。

集
会
終
了
後
に
は
、
全
て
の

参
加
者
で
西
梅
田
ま
で
市
民
パ

レ
ー
ド
を
行
い
、
大
阪
総
が
か

り
集
会
を
終
え
ま
し
た
。

執
行
委
員

池
口

光
洋

11
月
３
日
、
神
戸
市
の
北
区

文
化
セ
ン
タ
ー
に
て
神
戸
憲
法

集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

メ
イ
ン
テ
ー
マ
の
「
日
本
国

憲
法
と
日
本
の
民
主
主
義
の
現

状
を
考
え
る
」
で
は
阪
神
支
部

で
は
お
な
じ
み
、
自
民
党
の
裏

金
問
題
を
暴
い
た
こ
と
で
時
の

人
で
も
あ
る
上
脇
博
之
教
授
が

ひ

ろ

し

日
本
民
主
青
年
同
盟
兵
庫
県
委

員
会
委
員
長
の
猪
苗
代
結
氏
と

「
上
脇
先
生
に
聞
い
て
み
よ

う
」
と
題
し
て
Ｑ
＆
Ａ
形
式
で

様
々
な
問
題
に
つ
い
て
若
者
と

対
話
し
ま
し
た
。

上
脇
教
授
は
権
力
の
暴
走
に

歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、
政
治

資
金
問
題
を
告
発
し
続
け
、
裏

金
問
題
で
脚
光
を
浴
び
ま
し

た
。
ご
本
人
も
「
政
治
研
究
者

と
思
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す

が
、
本
職
は
憲
法
研
究
者
で

す
」
と
自
己
紹
介
し
ま
し
た
。

若
者
か
ら
の
質
問
で
今
回
の

選
挙
結
果
に
つ
い
て
問
わ
れ

「
与
党
大
敗
は
赤
旗
日
曜
版
や

私
が
き
っ
か
け
を
作
っ
た
と
評

価
い
た
だ
く
の
は
嬉
し
い
が
、

長
年
の
憲
法
擁
護
の
た
た
か
い

と
世
論
の
力
だ
」
と
話
さ
れ
、

選
挙
制
度
に
対
し
て
「
小
選
挙

区
制
は
政
治
改
悪
で
あ
り
、
民

意
が
反
映
し
や
す
い
中
選
挙
区

制
の
破
壊
で
あ
る
」
と
し
「
完

全
比
例
制
に
す
べ
き
と
も
と
よ

り
主
張
し
て
き
た
。
そ
う
し
て

直
接
民
主
主
義
に
近
づ
い
て
は

じ
め
て
議
会
制
民
主
主
義
と
呼

べ
る
」
と
現
在
の
選
挙
制
度
に

苦
言
を
呈
し
ま
し
た
。

裏
金
の
調
査
方
法
に
対
す
る

質
問
に
は
「
収
支
報
告
書
の
分

析
を
行
い
、
収
支
報
告
書
だ
け

を
見
て
も
分
か
ら
な
い
こ
と
は

報
道
機
関
が
取
材
・
調
査
し
た

デ
ー
タ
を
ベ
ー
ス
と
し
て
の
分

析
も
す
る
。
記
者
の
取
材
が
大

き
な
証
拠
と
な
る
こ
と
も
あ

る
」
と
説
明
し
ま
し
た
。

上
脇
教
授
か
ら
若
者
や
学
生

の
声
を
聞
き
た
い
と
い
う
問
い

に
は
「
裏
金
が
あ
っ
て
も
自
分

に
は
関
係
の
無
い
こ
と
だ
」

「
政
治
に
興
味
を
持
て
な
い
」

「
架
空
の
人
物
が
や
っ
て
い
る

よ
う
な
感
覚
」
と
い
う
答
え
が

あ
り
、
猪
苗
代
氏
は
そ
の
よ
う

な
学
生
と
対
話
す
る
と
き
「
相

手
の
興
味
あ
る
こ
と
聞
く
こ
と

か
ら
会
話
を
は
じ
め
、
そ
の
中

で
政
治
と
ど
の
よ
う
に
結
び
つ

い
て
い
る
か
に
話
を
も
っ
て
い

く
」
と
話
し
、
例
え
ば
現
役
の

学
生
が
直
面
し
て
い
る
「
高
学

費
（
有
利
子
奨
学
金
）
、
物
価

高
、
バ
イ
ト
な
ど
を
し
て
い
る

学
生
の
半
数
以
上
が
１
０
３
万

円
の
壁
を
気
に
し
て
い
る
」
な

ど
の
苦
し
い
生
活
を
強
い
ら
れ

て
い
る
問
題
つ
い
て
、
フ
ラ
ン

ス
と
の
学
費
な
ど
の
扱
い
の
違

い
を
説
明
し
て
、
現
状
は
政
治

の
せ
い
で
あ
る
と
、
今
が
い
か

に
酷
い
状
況
か
を
理
解
し
て
も

ら
う
そ
う
で
す
。

ま
た
、
学
生
の
政
治
参
加
の

障
害
に
つ
い
て
「
ア
ル
バ
イ

ト
、
就
活
、
単
位
取
得
や
研
究

に
使
う
た
め
時
間
が
な
い
と
い

う
考
え
が
多
く
、
無
関
心
や
投

票
率
の
低
さ
に
つ
な
が
っ
て
い

る
」
と
し
、
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用

な
ど
で
少
し
で
も
興
味
の
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
」
と
活
動
し
て

い
る
そ
う
で
す
。

そ
の
後
、
上
脇
教
授
か
ら

「
結
局
裏
金
と
は
な
ん
な
の
か

？
」
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は

阪
神
支
部
の
24
春
闘
決
起
集
会

の
記
事
「
歩
み
６
７
６
号
」
を

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

副
委
員
長

道
下

拓
也

２０２４．１２．１０．ＮＯ．６８２号（４）全港湾関西地方阪神支部 「 歩 み 」

清水雅彦教授

集会後に西梅田まで市民パレード 小川たまか氏

輝
け
憲
法
！

平
和
と
い
の
ち
と
人
権
を

お
お
さ
か
総
が
か
り
集
会

会場には1200人が集まった

神
戸
憲
法
集
会

日
本
国
憲
法
と
日
本
の

民
主
主
義
の
現
状
を
考
え
る

分かるかな？

６８０号は残念ながら応募者がいませんで

した。

６８１号は１名の方から応募があり、正解

でした。

以下の方にＱＵＯカードを進呈します。

福地 剛（大運）

６８２号の締め切り日は１２月２３日（月）

です。

ふるってご応募ください。

Ａさんの著書は「陰日向に咲く」「青天の

霹靂」など、Ｂさんの著書は「火花」「劇

場」などがあります。

二人に共通する職業は作家となんでしょう。

上脇教授と猪苗代氏の対話形式
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